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このたび、平成２２年度をもちまして、中間市第４次

総合計画・前期基本計画の目標年次を迎えました。平成

１８年度からのこの５年間は、政権交代や経済、雇用不

安などが発生し、また引き続き深刻な少子高齢化や、環

境問題など重要視される課題も多く、我々にとって大き

な変革の時代となりました。 

 

このような状況の中、中間市では、子どもから高齢者

まで安心して暮らせるまちづくりを目指し、この第４次

総合計画の基本構想のキーワードであります「元気な風

がふくまちなかま」を実現できるよう、平成２３年度（２

０１１年度）から平成２７年度（２０１５年度）までの

５年間を対象とし、第４次総合計画・後期基本計画を策

定いたしました。 

 今後は、この将来像に向け、第４次総合計画の集大成

として、市民の皆様のお力添えを賜りながら、推進して

いきたいと考えておりますので、ご理解、ご協力のほど

よろしくお願いします。 

  平成２３年４月 

          中間市長 松 下 俊 男 

中中中間間間市市市市市市民民民憲憲憲章章章   

わたしたち中間市民は、相互の信頼

と協力をもとにして調和のとれたま

ちづくりをめざします。 

 

 わたしたち中間市民は、限りない明

日への躍進を願い、ここに“憲章”を

定め、わたしたちの心がけとします 

一、 きまりを守り 

平和で安全なまちをつくります。 

一、 しごとに励み 

 活気にみちたまちをつくります。 

一、 人をだいじにし、 

心ゆたかなまちをつくります。 

一、 若い力を育て 

スポーツと文化のまちをつくります。 

一、 自然を守り、 

美しいみどりのまちをつくります。 
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序章 

第 1 節 後期基本計画の背景 

本市は、昭和 33 年に市制を施行し、平成 20

年に、市制施行 5０周年を迎えた。 

また、総合計画については、昭和 50 年に第 1

次総合計画を策定して以来、現在までに４次の総

合計画を策定し、現在、計画を推進しているとこ

ろである。 

 中間市では、これまで産炭地の後遺症からの脱

却や、平成２年のバブル経済崩壊などの経済基盤

の不安定な中、住みよいまちづくりを進めていく

ことを目標に総合計画の策定がされてきた。

しかも、第４次総合計画中には、政権交代や雇用

問題など大きな状況の変化があり、こうした流れ

の中で、「元気な風がふくまちなかま」のキーワ

ードを都市像に掲げ、第４次総合計画の前期基本

計画推進し、最終年度を迎えた。 

よって今回は、前期５カ年の施策の見直しを行

い、社会情勢の変化に対応できる新しいまちづく

りを実現することを目指し、ここに第４次総合計

画・後期基本計画を策定した。

 

 

第２節 後期基本計画設定の方針 

 １、快適な暮らしを支える社会基盤の整備 ～未来へとつなぐ都市づくり～ 

土地を有効に利用するためには、住居・商業

地・工場・農用地・公園緑地とを区分し、それぞ

れの状態を適切に配置し、活用することが必要で

ある。また、道路や橋りょうについても、市民の

安全と安心を生むために円滑に経済・生活道路を

結んでいき、人と車だけではなく、上・下水道、

電気、ガス、電話といった市民生活を支えるライ

フラインの連絡ルートである。また、市を東西に

分けている遠賀川は、途絶えることなく生活用水、

農業用水を供給し、市民生活と農業、産業を将来

にわたり支えている。都市設計は、快適な暮らし

を支えるうえで、計画的な整備が必要である。 

 そうしたなかでは限られた広さではあるが、緑

地を維持しながら、良好な住環境の構築、農業、

産業の振興に対応できる社会基盤の整備が必要

である。 

 

 

２、生涯にわたる保健・医療・福祉の充実 ～ 元気の輪が広がる都市づくり ～ 

すべての人びとが精神的、肉体的に健康で安心

できる生活が継続され、そのことが市民の生活に

真の幸福をもたらす地域社会づくりが必要であ

る。自ら健康づくりに目覚めた市民一人ひとりの

健康管理のあり方が地域社会に波及し、まち全体

が『元気』になることが肝要である。そのために

すべての市民が、市と連携し自己の健康管理を行

うシステムづくりを図っていきながら、保健・医

療・福祉が一体となって、相互支援体制の構築に

向かって明日への安心づくりを進めていくもの

である。

 

 

３、豊かな生活環境の創造 ～ みんなで築く環境都市づくり ～ 

人びとが生活していくなかでは、いつでも、ど こでも、だれもが、快適性、利便性、安全性が確
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保される生活環境が保持されなければならない。 

くわえて、災害に負けない地域社会の構築とと

もに、自然環境との調和が図られる環境づくりに

よって市民が普段の生活のなかでごく普通に喜

びを感じることができるまちづくりが求められ

ている。 

少子・高齢社会が速い速度で進行する今日、子

どもや青年、中高年すべてが、住みよい環境の中

で、明るく『元気』になるまちづくりに努めてい

かなければならない。 

 

 

４、新世紀に適応した産業の振興 ～ 活力と賑
に ぎ

わいのある都市づくり ～ 

市民が欲する様々なニーズに的確に対応する

ためには、社会動向や環境の変化に対応した独自

の魅力を持たなければならない。 

 そのようなまちを目指すためには、住む人びと

が市内で満足する商業集積や、若者が定住できる

就業の場の確保に向けた企業誘致、付加価値の高

い農産品の生産による安定した就農基盤の整備

によるやりがいのある農業環境の整備といった、

各種の産業経済の振興を図ることである。 

 そして、中間市の３大祭りなどの活性化をはか

り、若者を中心とした特色のある伝統的な「まつ

り」へと一層成長させ、心のゆとりが振舞えるま

ちをつくることが必要である。 

 

 

 

５、次世代を担う教育の充実 ～ 人を育むスポーツと文化の都市づくり ～ 

子供たちが、心身ともに健全な発達を促し、将

来を力強く生きていける力を身につけるには、日

常から、地域や学校でのゆとりと充実した教育と

ともに、多種多様な文化に触れ、スポーツやレジ

ャーを満喫することである。 

そのためには、大人たちが体験してきた技能や

技、考える力を、地域の文化、遊び、スポーツを

通じて継承していかなければならない。 

家庭、学校、社会が一体となり、またあるとき

は地域それぞれの特性を活かした活動のなかで

正しい知識と教養を培っていきながら、それを生

涯学習として捉え、自分たちが住んでいるまちが

輝くものにしていかなければならないのである。 

 

  

６、市民との協働・交流による開かれたまちづくり  

～ 人権を尊重し、人が集う魅力ある都市づくり ～ 

情報化の急速な進展は、経済社会に新たな産業

構造の変化をもたらすばかりではなく、一人ひと

りを取り巻く環境の変化をも自在にできる可能

性をもたらすことが証明されつつある。 

また、社会構造が変化していくなかで、地方運

営にあたっては一層の行財政改革が求められる

が、都市相互間のネットワークの形成などにより、

広域的な都市圏として周辺市町村との連携や協

調が、ますます重要な位置づけとなる。 

 すでに市民の生活においては、行政区域に捉わ

れることなく、広域経済圏や文化圏内において活

発な活動が展開されており、情報化の進展も活動

の幅の広がりに拍車をかけている。こうした状況

を踏まえ、本市にあっても、将来的な視野にたっ

て広域的行政の構築を視野にいれ、柔軟な対応が

図られる体制づくりも必要であるが、そうしたな

かでは市民主体、市民との協働・交流を基本とし

た開かれたまちづくりが求められる。 



     ５ ４

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賑
にぎ

 


